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1. 研究の背景と目的 

タイの農地圃場では，熱帯地域特有の高温，強い紫外線および雨季の集中的な降雨

による土壌有機物の欠乏，さらには重機による土壌の硬化や透水性・保水性の低下が

作物生産性の低下を引き起こしている．また，タイでは，1960 年頃から森林の農地化

が進んだことで，雨季の大雨による土壌侵食が発生しやすくなった．一方，タイは天然

ゴムラテックス（以下，NRL とする）の世界最大の生産国であるが，需要と供給の不均

衡による余剰分の活用方法が問題になっている．そこで，NRL の高い凝集能を活かして

土壌改良資材として有効活用することで，土壌侵食の抑制，農地土壌における作物生

産性の向上および NRL 農家の収入の安定化を目指している．既往の研究（小野，2022；

熊本，2023）では，NRL をタイの農地土壌に混和することで，土壌侵食が抑制されるこ

とが示唆された．しかし，NRL 混和による負の作用があると，新しい活用方法として適

切ではない．そこで，本研究では，2 種類のタイ農地土壌から排出される温室効果ガス

について，農地土壌の種類の違いおよび NRL 混和の有無による影響を評価した． 

2. 試験概要 

本試験では，タイの農地土壌である Sandy loam（硝酸態窒素 0 mg N kg-1，アンモニ

ア態窒素 13.1 mg N kg-1）および Red clay（硝酸態窒素 16.2 mg N kg-1，アンモニア

態窒素 62.2 mg N kg-1）を土壌試料とし，農地土壌の重量に対して 0.1%の NRL を混和

する混和区および混和しない無混和区を各農地土壌で設け，計 4 処理区 3 反復で実施

した．ただし，本試験で使用した NRL には，自然凝固を防止するためにラテックスの

重量に対して 0.23%のアンモニアが含まれていた．計算で求めた量の土壌試料と蒸留水

または NRL 溶液を Ziploc に入れて混和した後，UM サンプル瓶 100 mL に 20 g 入れ，

25℃に設定したクールインキュベーター（CN-40A，MEE）で培養した．培養開始日から

0，1，2，8，12 日後に，N2O および CO2 排出フラックスをガスクロマトグラフ（N2O：GC-

8AIE，SHIMADZU CO2：GC-8AIT，SHIMADZU）で測定した． 

3. 結果と考察 

N2O 累積排出量に着目すると（図 1），Sandy loam には無機態窒素がほとんど含まれ

ていなかったため，NRL 混和の有無によらず，N2O はほとんど排出されなかった．一方， 
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Red clay からは NRL 混和の有無によら

ず，約 3 mg N kg-1 排出された．NRL に

は，自然凝固防止のためにアンモニアが

含まれていたため，N2O 累積排出量は混

和区で増加したと考えられるが，混和の

有無による有意差は確認されなかった

（Tukey 法，p > 0.05）． 

CO2 累積排出量に着目すると（図 2），

Sandy loam では，混和区において CO2 累

積排出量は増加したが，混和の有無によ

る有意差は確認されなかった（Tukey 法，

p > 0.05）．一方，Red clay では，混和

の有無による有意差は確認されなかっ

たが（Tukey 法，p > 0.05），Sandy loam

とは違う傾向を示した．そのため，Red 

clay では，Sandy loam とは別の要因が

働いていることが示唆された．ただし，

同一条件下においても，CO2排出フラック

スの測定値に非常に大きなばらつきが

あったため，安定した測定値を得るため

には，サンプル作成に留意が必要であ

る． 

4. まとめ 

農地土壌の種類の違いおよび NRL 混和

の有無が温室効果ガス排出に影響を与

えることが示唆された．Sandy loam で

は，NRL 混和による CO2 排出抑制は期待

できないと考えられた．一方，Red clay

では，有意差はなかったが，NRL 混和に

よる CO2 排出抑制の可能性が確認され

た．しかし，本研究では，温室効果ガス

の測定のみ実施したため，十分に考察す

ることが難しかった．今後は，NRL 混和

が各農地土壌の化学性・生物性に与える

影響を評価する必要がある． 
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図 1 2 種類のタイの農地土壌からの N2O

累積排出量（12 日間）（n = 3） 

Fig.1 Cumulative N2O emissions from 

two types of Thai agricultural soils 

(12 days)(n = 3) 
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図 2 2 種類のタイの農地土壌からの CO2

累積排出量（12 日間）（n = 3） 

Fig.2 Cumulative CO2 emissions from 

two types of Thai agricultural soils 
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